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全国学力・学習状況調査は、子どもたちの学力や学習状況を把握することを目的に、平成19年度から毎年、小学校6
年生と中学校3年生を対象として全国一斉に実施されています。
本年度の教科に関する調査は、4月17日に国語・算数（数学）・理科（小学校）の3教科で行われ、中学校理科について
は文部科学省のCBTシステム（MEXCBT）を活用し、4月14日から17日の期間にオンライン方式で実施されました。
また、生活習慣や学習環境などに関する質問調査は、4月14日から30日の期間で行われました。
四万十町では、「一人ひとりの『学び』を保障する」教育の実現に向けて、教育実践や教育環境の整備に取り組んでお
り、全国学力・学習状況調査は、こうした取り組みの成果を検証するための指標の一つとして活用しています。

「学び」の質の向上を目指して
～令和７年度全国学力・学習状況調査結果から～

小  学 校
国語、算数、理科の平均正答率は、全国平均と同程度
または全国平均を上回っています。
国語では、「書くこと」において、図表などを活用しな
がら自分の考えを分かりやすく伝える工夫がよくでき
ていました。一方で、「話すこと・聞くこと」「読むこと」
に課題が見られました。
算数では、「図形」領域に課題が見られました。
理科では、「エネルギー」領域における「知識・技能」の
面で課題が見られ、今後の学習の充実が期待されます。

中  学 校
国語、数学の平均正答率は、２教科とも全国平均を上
回っています。理科は、国際的な学力調査で採用されて
いるIRTスコアによる評価となり、全国平均を上回る
成果が見られました。
国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」に課題が
見られました。
数学では、「図形」および「データの活用」の領域に課
題が見られ、今後の学習の中で力を伸ばしていくこと
が期待されます。

平日の家庭学習について、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当
たりどれくらいの時間、勉強をしますか」という質問調査では、「１時間以上」と回答した
児童生徒の割合は、昨年度より増加したものの県平均を下回る結果となりました。
各中学校区では、基礎学力や家庭学習習慣の定着に向けた取り組みを進めており、ICT
機器を活用した個別最適な学びと協働的な学びの充実を図っています。授業外の学習に
おいては、学んだことを活用したり探究したりできる内容の工夫や、家庭との連携を通
じて、家庭学習の習慣化に向けた取り組みを今後も継続していきます。

子どもたちの家庭学習の状況

【お問い合わせ先】学校教育課　📞📞22-2594

全国と四万十町の平均正答率の差
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新米でもてなす「米こめフェスタ」大盛況
四万十町の食べるお祭り「米こめフェスタ」が11月2日、四万
十緑林公園で開催されました。
町内外から多くの方が訪れ、毎年大人気のおにぎりの無料コ
ーナーでは、イベント終了間際におにぎりが不足する場面も。
仁井田米の特売コーナーや量り売りコーナーも大盛況。その
他にも、限定100食の四万十大正うなぎ丼や十和おかみさん市
の郷土料理、地域の特産品のお汁などうまいもんが集結。四万
十ポークの食べ放題コーナーもあり、来場者は各々に四万十町
のうまいもんを堪能し大満足となったようでした。四万十町のうまいもんを求め多くの方が来場

踊りとミュージカルで盛り上がった「台地まつり」
50回目の節目となった「台地まつり」が、11月8日・9日の2日
間、窪川地区の市街地で開催されました。
初日の鳴子踊りには、本場よさこい祭りにも出場する8つのゲ
ストチームが参加し、沿道に集まった見物客を盛り上げる中、
町内チームも元気いっぱいの笑顔と踊りを披露してくれました。
雨天となった２日目は、多くの方が楽しみにしていた「谷干城ミ
ュージカル」が窪川小学校での開催となりましたが、迫力ある
演技と歌声で訪れた方を魅了していました。その他の会場も大
いに盛り上がった２日間でした。はじける笑顔と演舞で沿道の見物客を魅了

100点の作品が彩る「高南台地美術展」
四万十町農村環境改善センターで11月7日から13日までの期
間、「第62回高南台地総合美術展覧会」が開催されました。
今年は、出展者数70名、出展作品数100点と盛大な展覧会
となり、開催期間中は687名の方にご来場いただきました。
受賞者は次のとおりです。

【第62回　高南台地総合美術展覧会　受賞者一覧（敬称略）】
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受賞者の皆さま、おめでとうございます
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